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【二次評価】 

・担当課が入力した評価シート（参考資料２）をもとに、内部評価が妥当であるかどう

かを評価 

・２グループに分け、各委員において実施（参考資料３） 

・各委員の評価を事務局でまとめ、委員会でグループ討議、その後全体で共有 

・評価結果は次年度の内部評価に反映 

 

【ヒアリング】 

・あらかじめ選定した実施計画の担当課に来ても 

らい、状況の聞き取りを行う 

・聞き取りを行う計画は事前に委員会で決定する 

（４～５計画／年） 

・計画の内容や進捗状況について評価 

・評価結果はヒアリングの翌年度（可能なものは 

当該年度）から取り組みに反映 
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ヒアリング（10 月）
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  各担当課による説明、審議 
   柱① 協働推進課、こども家庭課 
   柱② 職員課、情報政策課 
   柱③ 資産活用推進課、行財政改革課 

【ポイント】 
計画の進め方、指標の設定が妥当かどうか等 
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二次評価とヒアリングの位置付け 
 二次評価 ヒアリング 
目的 行政内部で行った自己評価が妥当

であるかどうか、外部の目線によっ
て評価いただくことで客観性を担
保する 

外部の目線から計画に対して意見を
いただくことで、より効果的・効率的
に計画を進め、市民サービスの向上、
業務の効率化を図る 

評価対象 担当課による内部評価 計画の内容や進捗状況等 

対象数 すべての実施計画（７３計画） 委員会で事前に選定した計画 
（４～５計画／年） 

方法 担当課が入力した評価シートをも
とに各計画の内部評価が妥当かそ
うでないかを判定 

選定した計画について担当課と直接
意見交換を行い、計画をより効果的・
効率的に進めていくための提言をす
る 

評価結果 次年度の内部評価に反映 評価の翌年度（可能なものは当該年
度）から取り組みに反映 

評価のポイ
ント 

・進捗状況と内部評価がかけ離れて
いないか 
・担当課に都合の良い評価となって
いないか 
             等 

・計画を効果的、効率的に進めるにあ
たって、改善点や加えるべき視点、考
え方はないか 
・民間の立場から方法や進め方につ
いてアイデアや助言等はないか 
・進め方についてスピード感はある
か 
・指標の設定は適切か    等 

 


